
【歳出】 単位：千円

歳　　出 当初予算 予算現額 ２月補正額 補正後予算額

（款）　５ 総務費 266,292 275,169 ▲ 19,397 255,772

（款）１０ 保険給付費 10,988,713 10,990,313 ▲ 384,046 10,606,267

（款）２５ 保健事業費 166,806 166,806 ▲ 8,675 158,131

（款）３０ 諸支出金 15,992 59,580 ▲ 7,096 52,484

予算総額 16,669,000 16,723,065 ▲ 419,214 16,303,851

資料１

令和２年度国民健康保険特別会計（２月補正）予算案（主な補正項目）

概　要

●一般被保険者療養給付費の減額　　　▲416,046
　※新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、受診控えによる医療費の減額見込に備えるため。
●一般被保険者高額療養費の増額　　　＋30,000
　※想定見込件数の増加に伴う、増額見込に備えるため。
●葬祭費の増額　　　＋2,000
　※想定見込件数の増加に伴う、増額見込に備えるため。

●保険料過誤納還付金・加算金の減額　　　▲7,096
　※新型コロナウイルス感染症の影響による過年度減免件数について、想定見込件数の減少に伴
う、減額見込に備えるため。

●特定健診受診勧奨通知作成・発送及びデータ分析業務委託料の皆減　　　▲5,900
　※新型コロナウイルス感染症対応に伴う、特定健診の開始遅れによる関連委託業務の未執行の
ため。
●人間ドック助成補助金の減額　　　▲2,775
　※新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、受診控えによる請求の減額見込に備えるため。

●人件費の減額　　　▲19,453
　※人件費（職員給与費、会計年度任用職員給与費）の減額のため。
●国保連負担金の増額　　　＋56
　※神奈川県国民健康保険団体連合会への負担金の不足額の補填のため。
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【歳入】 単位：千円

歳　　入 当初予算 予算現額 ２月補正額 補正後予算額

（款）２０ 国庫支出金 11,980 11,980 +54,748 66,728

（款）３０ 県支出金 11,236,310 11,290,375 ▲ 475,153 10,815,222

（款）４０ 繰入金 1,583,722 1,583,722 ▲ 85,497 1,498,225

（款）４５ 繰越金 2,000 2,000 +86,688 88,688

予算総額 16,669,000 16,723,065 ▲ 419,214 16,303,851

●令和元年度繰越金の増額　　　＋86,688
  ※令和元年度決算の確定に伴い、剰余金を繰越すもの。

●保険給付費交付金（普通交付金）の減額　　　▲386,046
　※保険給付費が減額見込であり、県交付金の交付確定額が減額するため。
●保険給付費交付金（特別調整交付金）市町村分の減額　　　▲87,105
  ※県交付金の交付確定額が当初予算額を下回ることとなったため。
●特定健康診査等負担金の減額　　　▲1,922
  ※県負担金の交付確定額が当初予算額を下回ることとなったため。

概　要

●災害臨時特例補助金（原発避難者分）の増額　　　＋9
　※東日本大震災被災者（原発避難者）への国庫補助金の額の確定によるもの。
●災害臨時特例補助金（新型コロナウイルス感染症対応分）の増額補正　　　＋54,739
　※新型コロナウイルス感染症の影響による減免、傷病手当金への国庫補助金の額の確定による
もの。

●保険基盤安定繰入金の減額　　　▲2,571
　※保険基盤安定負担金（一般会計：国庫補助金）の額の確定によるもの。
●職員給与費等繰入金の減額　　　▲19,397
　※歳出の人件費（職員給与費等）の減額補正に伴い、減額するもの。
●財政安定化支援事業繰入金の増額　　　＋6,585
　※国民健康保険財政安定化支援事業繰入金所要額の試算確定によるもの。
●その他一般会計繰入金の減額　　　▲70,114
　※特定財源によらない歳入の差額調整に伴い、一般会計繰入金を減額するもの。
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